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　64年度は天皇制の法学的研究ということで，大要つ
ぎのような作業をした。
　戦後の天皇制をみるばあい，第1の問題はその成立
事清がどのようなものであったか，言いかえれば，天
皇の制度を存続させた要因はなにか，の点である。こ
れを明らかにするためには，1945年から46年にかけて
の日米両国の情勢を分析しなければならないのは当然
だが，同時に当時の世界政治的背景に十分の考慮を払
う必要がある。これらのかなり複雑な諸事実の分析と
評価は，一部の研究者や憲法調査会などの手ですでに
ある程度なされているが，ここで私なりの判断が示さ
れるわけであるQ
　次の問題は，46年の憲法典に規定された新らしい型
の天皇の制度というものが，いかなるものか，の点で
ある。それは，まず君主制のカテゴリーに組込まれう
るものかどうか。君主制の発展史に立ちあらわれては
消えていったあらゆる現実の君主制に共通の属性を，
新天皇制はもっているかどうか。これに答えるために
は一方で比較政治機構論的な検討を前提としつつ，新
制度の法構造について十分な解明がなされねばならな
い。つまり，憲法は天皇の地位をどう規定したか。天
皇の地位をなにによって基礎づけたか。天皇にどうい
う権限をあたえたか。個人としての天皇の権利義務を
どう規定したか。これらの点を中心とし，象徴をどう
把えるか一地位か機能か一の論争たえない難問の
一つ一つに取組まねばならないわけである。
　第3の問題は天皇制の現実の運用状況はどうなって
いるかの点である。それへの第1のアプローチとして
は制度運用者の分析がある。天皇側近の宮廷官僚，直
接間接に影響をあたえる特権官僚や旧軍閥，など人的
要因の側面と日米支配層の運用における心理的要因の
側面その他がその内容をなす。もう一つのアプローチ
は運用状況そのものの観察である。これらを通して新
天皇制の現実的機能を認識することが可能となろう。
　第4は，社会意識の問題である。戦後の各時点で天
皇ないし天皇制をみる国民各階層の意識にどういう変
化あるいは不変化があったか。支配層の天皇制運用は
多くの点で憲法自身の予想に反する方向に向ってなさ
れてきたと思うが，そうしたく憲法の変遷〉現象と国
民の天皇意識とはどう関連するか。したがって，象徴
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から元首へと図式化されうる保守派の憲法改正論はど　　らわれた天皇制の問題について検討を加えることがこ
の程度支持されているか。こういった意識の平面にあ　　ごでの課題である。
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